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註
１）同調査では，大学４年生の約８割が「大学を卒業するときには，何が何でも
正社員として就職したい」と考える一方，「もっと自分にも自信が持てるよ
うになりたい」は８割超としており，就業後の職業生活のあり方にも目を向
ける必要性を示唆する。
２）「白か黒を決断するエネルギーがストレスになりやすい日本人にとって，『と
りあえず』の考え方は日常生活の中に溶け込みやすい」というリース（1987）
の指摘からは，進路決定が難しい場合でも，切迫や焦燥だけではない複雑な
感情を看取できる。
３）縦断調査データを用いたわが国のキャリア成熟研究として，松井（2012：
2015）や清水（2011）等があるが，キャリアレディネス尺度（CRS）のコー
ホート間比較に留まっており，不安を抱く昨今の若者の曖昧な心理を考慮し
たモデルデザインにはなっていない。
４）山口・堀井（2017）では，「とりあえず進学」の下位カテゴリーを「ポジティ
ブ」「ネガティブ」「身分の保障」「社会的風潮」の４尺度で捉える。
５）学卒無業 ・ フリーター（N=1,093）を実証分析した中嶌（2020）は，「職務
モチベーション（いまの仕事へのやりがい）」の低さと有意な相関関係にあ
る「とりあえずフリーター」のあり方では，キャリアアップに繋がる有効な
影響は期待しにくい点を指摘する。
６）フリーターを分析対象とした上西（2002）によれば，「社会人アルバイト」
は３年後の実現していたい働き方として強く望まれないものの，「とりあえ
ず今,この仕事を続けるか」という問いに対しては男性４割，女性５割が賛
同するという。
７）日本と韓国に存在する新卒一括採用制度が米国にはない点も考慮に入れる必
要があろう。また，中嶌（2020）では「とりあえず正社員」意識と「安定キャ
リア」「キャリア自律」に対する漠然した不安との相関性を日本と韓国に共
通する特徴として見出す。
８）曖昧な進路選択状況を確認するために,「とりあえず高校進学の理由（１問）」,
「とりあえず大学進学の理由（１問）」，「大学進学理由（９問）」を５段階評
価で尋ねた回顧データである。
９）現時点における就業意識（３問），職場の風土や人材育成に関する意識（１問）
であり，主観的な会社評価を項目に加えた。
大学生の曖昧な進路選択とキャリア成熟に関する縦断的研究　中嶌
－55－
10）卒業年別の対象者は，2013年度卒業（１期生）４名，2014年度卒業（２期生）
５名，2015年度卒業（３期生）８名，2016年度卒業（４期生）８名，2017年
度卒業（５期生）８名，2018年度卒業（６期生）７名，2019年度卒業（７期
生）10名の合計50名である。
11）２年次から卒業までの３年間，キャリアデザインゼミに所属するだけでなく，
「キャリアデザインⅠ・Ⅱ」（１年次），および「キャリアアップⅠ・Ⅱ」（３
年次）という必履修授業を全員が受講している。
12）１つの標本集団から復元抽出の反復により母集団の性質を推定する方法であ
る。より精緻に解釈できるだけでなく，擬似相関の回避等のメリットもある。
13）N検上位級（１・２級）やWR検初級の合格者には，早期の就職内定だけでなく，
２～３社以上から就職内定を獲得する共通性を経験的に観察してきた。
（なかしま　つよし　本学教授）
